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§1. 稼働実績管理システム FIND-M 概要 
 

 １． システムの概要 

 

「稼働実績管理システム」（以下、本システム）は、下記の機能を提供するシステムです。 

 

 

・操作盤から送られてくる製造量・燃料使用量・設備の運転時間等のデータ（稼働実績データ）を集計、一覧

表示し、アスファルトプラントの運転状況を明瞭に確認する事ができます。また、稼働実績の累積データは予

め設定しておいたアラート設定にて監視を行い、上限に達するとアラート音と点滅表示で警告します。 

 

・集計表出力では、集計期間の指定により、年次・月次・日次等、任意の期間でデータ集計を行うことができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

メンテナンス画面  P - 5 - 

稼働明細画面   P - 9 - 

集計表出力    P - 13 - 

ツールメニュー  P - 14 - 

機能概要 

操作盤からの受信データをもとに、製造量・燃料積算値・

各設備燃焼時間・運転時間・各設備運転回数・バッチ数

を集計し、一覧表示します。 

累積値がアラート設定値に達した場合、アラート音と点滅

表示で警告します。 

操作盤から受信したデータを一覧表示します。また、デー

タのメンテナンスを行うことができます。 

受信した稼働実績データを集計し、Excelに出力します。 

本システムの各種設定やデータベースのバックアップ、リ

ストアを行うことができます。 
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§2. システムの起動・終了 

 

 １． システムの起動 

 

システムを起動するには、デスクトップのショートカット「FIND-M」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

起動すると以下の画面が表示されます。初期画面は「メンテナンス」の画面です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 ２． システム終了 

 

画面右上の「×」をクリック、または「システム終了」ボタンをクリックすると、システムを終了することができます。 

 

 

 

 

 

 

  

メンテナンス画面（本画面）

を開きます。 

操作盤からの稼働実績データを

閲覧・編集する画面を開きます。 

本システムの各種設定や既定

値の編集を行うことができます。 
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 ３． 画面項目の基本操作 

 

【 ダイアログ全般 】 
 
小画面(ダイアログ)が表示されている場合、原則としてキーボードの[ESC]キーを押すと、その画面を閉じる事

ができます。 

画面右上の「×」ボタンをクリックした場合と同じ動作です。 

 

【 日付 】 
 

日付入力項目では、 ボタン またはキーボードの[F4]キーを押下すると、カレンダーを表示できます。ここで

選択した日付をセットできます。 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 リスト選択 】 
 

リスト選択項目では、 ボタン またはキーボードの[F4]キーを押下すると、一覧を表示することができます。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【 シート項目 】 
 
キーボードの「Enter」「Tab」「←」「→」「↑」「↓」でセルを移動できます。 

また、項目を移動すると、入力済み文字列が全て選択状態になります。そのまま新しい値を入力すると、現在

の値が上書きされます。選択状態を解除する場合、もう一度入力欄をクリックするか、キーボードの「Shift」

+[Home]キーで選択解除できます。 
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【 入力項目と非入力項目 】 
 
背景が白色の欄は、値を入力します。 

背景が黄色の欄は、計算結果やマスタの値などを自動的に出力します。入力の必要はありません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

背景が灰色の欄は、基本的に入力に使用しません。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

白色                      黄色 

灰色 
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§3. メンテナンス画面 
 

 １． メンテナンス画面 

 

操作盤から送られてくる製造量・燃料使用量・設備の運転時間等の累積値を表示し、アラート設定値を超えた

場合はアラート警告します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

設定ボタン メンテナンス設定画面を表示します。 

アラート停止ボタン アラート警告を停止します。 

一
覧 

項目 メンテナンス設定画面で設定した項目名が表示されます。 

アラート設定値 メンテナンス設定画面で設定したアラート設定値が表示されます。 

リセットボタン 現在の累積値をクリアします。 

累積値 稼働実績データの累積値が表示されます。 

なお、リセットした場合はリセットした時点からの累積値が表示されます。 
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⚫ メンテナンス設定画面 

 

メンテナンス画面で「設定」ボタンをクリックすると、メンテナンス設定画面が表示されます。 

メンテナンス画面に表示する項目名やアラート設定値を設定します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

項目名 メンテナンス画面に表示する項目名を設定します。 

単位 メンテナンス画面に表示するアラート設定値の単位を設定します。 

小数 メンテナンス画面に表示する小数桁数をプルダウンから選択します。 

使用 当該行を使用しない場合はチェックを外します。 

アラート設定値 ここで設定した値が、アラート警告発生の判断に使用されます。 

空欄の場合、アラート警告は発生しません。 

累積値 現在の稼働実績データの累積値が表示されます。 
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⚫ アラート警告の発生と停止 

 

稼働実績データの累積値が「アラート設定値」欄に設定されている値に達した場合、ヘッダー部に警告文が点

滅表示されます。また、対象の項目が黄色点滅になり、アラート音を鳴らします。 

  

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

メンテナンスが必要な項目を確認し、対象設備の対策後に「アラート停止」ボタンをクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

ヘッダー部の警告文がクリアされ、対象項目の点滅とアラート音が停止します。なお、対象項目の背景色は、 

リセットまたはアラート設定値を変更するまでは黄色の状態となります。 

 

 

 

 

 

 

  

点滅 
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⚫ 運用例 

 

 

[メンテナンスにて機械を交換した場合] 

 

 

背景が黄色になっている項目の「リセット」ボタンを

クリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

累積値が0（空欄）になり、背景が水色に戻ります。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

[機械を交換しなかった場合] または 

[累積値をリセットしたくない場合] 

 

「設定」ボタンをクリックし、延長したいアラート設定

値を変更します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

アラート設定値が変更され、背景が水色に戻ります。 

 

 

 

[一斉交換などでアラート警告より前に機械を交換した場合] 

 

交換した機械の「リセット」ボタンをクリックし、累積値を0（空欄）にします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

必要に応じて「設定」ボタンをクリックし、アラート設定値も変更します。 
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§4. 稼働明細画面 
 

 １． 稼働実績データの確認 

 

稼働明細画面では、操作盤より送られてきた製造量・燃料使用量・設備の使用時間等のデータ（稼働実績デ

ータ）が表示されます。 

この稼働実績データの1行は、操作盤が出力した集計データ1件に対応しています。このデータは、操作盤が

前回送信した直後から今回送信した時点までのデータです。 

なお、表示は月単位となります。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

一覧に表示する対象月を

指定します。 

  

稼働実績データの「新規作成」「複写新規」

「編集」「削除」を行うことができます。 

 

集計データを Excelに

出力します。 
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 ２． 稼働実績データの修正 

 

稼働明細画面では、操作盤より取得したデータに不正な値が入っていた場合など、これを手入力で修正する

事ができます。 

修正は、以下の方法があります。 

・ 稼働実績データの新規作成 

・ 既存の稼働実績データを複製して新規作成 

・ 既存の稼働実績データを直接編集 

・ 稼働実績データの削除 

 

 

⚫ 稼働実績データの新規作成 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

①「新規作成」または「複写新規」 

をクリックします。 

②稼働明細データを新規に作成します。 

全ての値を任意に設定できます。 

 

③「保存」ボタンをクリックすると一覧画面に戻り、 

最終行にデータが追加されます。 

なお、追加したデータは背景が水色で表示されます。 

 

②現在選択されている明細行をコピーし、

作成画面を開きます。 

全ての値を任意に設定できます。 

 

[新規作成画面] 

] 

[複写新規画面] 
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⚫ 既存の稼働実績データの修正 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

① 修正するデータ行をダブルクリックします。 

または、行を選択して「編集」ボタンをクリックします。 

 

②編集内容を入力します。 

なお、データ日時は変更することはできません。 

③「保存」ボタンをクリックすると一覧画面に戻り、 

修正データが反映されます。 

なお、修正したデータは背景が水色で表示されます。 

 

[編集画面] 
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⚫ 稼働実績データの削除 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

②「削除」ボタンをクリックします。 

 

①削除したいファイルを選択します。 

 

③確認画面が表示されます。 

削除してもよい場合は「OK」を

クリックします。 
 

[確認画面] 
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 ３． 集計表出力 

 

稼働実績データを指定した日付範囲で集計し、集計結果をExcel形式で出力します。 

 

⚫ 集計表出力画面 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

項目 説明 

集計日時 プルダウンから日付を選択、または直接入力します。 

日付（自）が確定すると、日付（至）が空欄の場合、コピーされます。 

日単位の帳票も同時に出力する 日単位の帳票も出力する場合、チェックを入れます。 

 

 

＜日単位の帳票の日付の区切りについて＞ 
 
・ 集計日時（自）の開始時間をスタートとして24時間を1日として扱います。 

    例） 集計日時の範囲が【2025/04/01 06：00：00 ～ 2025/04/03 18：00：00】の場合 
 

 シート名 時間範囲 

必ず出力 合計 2025/04/01 06：00：00 ～ 2025/04/03 18：00：00 

Sheet1 4月1日 2025/04/01 06：00：00 ～ 2025/04/02 05：59：59 

Sheet2 4月2日 2025/04/02 06：00：00 ～ 2025/04/03 05：59：59 

Sheet3 4月3日 2025/04/03 06：00：00 ～ 2025/04/03 18：00：00 
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§5. ツールメニュー 
 

 １． 各種設定 

 

データベースのバックアップ設定や、各出力ファイルのパスを設定する事ができます。 

 

⚫ クライアント設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「終了時のバックアップモード」では、システム終了時にデータベースのバックアップを実行するか否かを設定 

しておく事ができます。 

バックアップファイルは、下記のファイル名で取得されます。（YYYYMMDDは日付） 

 

 

 

※ バックアップは最新の「10日分」が保持されます。 

 

出力先フォルダの設定を変更する場合、「フォルダの変更」ボタンをクリックすると、フォルダを変更できます。 

 

 

[終了時のバックアップモードの設定] 

項目 説明 

バックアップを行わない バックアップを行いません。 

 

常にバックアップを実行 常にデータベースのバックアップを行います。 

 

確認画面を表示して 

実行 

システム終了時にバックアップを行うか否かの確認画面を表示します。 

確認画面で「はい」をクリックした場合のみ、バックアップを実行します。 

  

データベースのバックアップの 

行い方を設定します。 

データベースのバックアップ先 

を指定します。 

Ｅｘｃｅｌファイル出力先のパスを 

指定します。 

FINDM_DB_YYYYMMDD_Auto_.zdb 
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⚫ 環境設定 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

項目 説明 

印刷用会社名 稼働状況集計表のフッターに印刷されます。 

集計時間の既定値 稼働状況集計表の集計対象時間の既定値を指定します。 

 

 

⚫ バージョン情報 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ 最新バージョンの確認 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

システム名、バージョンが

表示されます。 

現在お使いのバージョンです。 

最新のバージョンがある場合、 

こちらに表示されます。 
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⚫ よくある質問（FAQ） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

よく頂く質問や、システムのエラーに対する対処方法

などを記載していますのでご活用ください。 

なお、この機能を使用するには、インターネット接続

が必要です。 
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 ２． バックアップ / リストア 

 

バックアップ(データベース全体の退避)、リストア(データベース全体の復帰)は、本システムが使用している全て

のデータを対象として実行する機能です。 

バックアップは、データベースの内容全て(すべてのフォルダ)をバックアップファイル(拡張子zdb)として書出し

ます。 

リストアは、バックアップファイルの内容で、現在のデータベース全ての内容（全てのフォルダ）を置換えます。 

 

使用方法としては、ＰＣの障害対策として定期的にバックアップを行ったり、ＰＣの再セットアップ前のデータ 

保管に使用したり、データベース全体を退避・復帰する用途に使用します。 

リストアを行うと、システムのデータベースは全て上書きされます。気を付けてご利用下さい。 

 

バックアップファイルは、既定で下記のようなファイル名と拡張子で保存されます。必要により任意のファイル名

でご利用ください。 

 

 

 

 

⚫ データベースのバックアップ 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

⚫ データベースのリストア 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

FINDM_DB.zdb 

バックアップ対象の 

データベースが 

表示されます。 

出力先のパスとファイル名です。 

「変更」ボタンをクリックすると、出力先

を変更することができます。 

「実行」ボタンをクリック

すると、バックアップが

実行されます。 

リストア対象の 

データベースが 

表示されます。 

取込対象のファイルです。 

「変更」ボタンをクリックすると、取込元

のファイルを変更することができます。 

「実行」ボタンをクリック

すると、リストアが実行さ

れます。 
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§6. システムのインストール / アンインストール 
 

 １． インストール手順 

 

FIND-Mをインストールする前に下記の作業が必要です。 

 

・ ツールのインストール 

→FIND-Mを動作させるために必要なツールをインストールします。 

「SoFuツールディスク」に収録の「SoFuツールディスクセットアップマニュアル.pdf」を参照してください。 

 

・ ライセンス申請管理ソフトのインストール 

→FIND-Mのライセンスを取得するために必要なソフトウェアをインストールします。 

「SoFuアプリケーションディスク」に収録の「SoFuアプリケーションディスクセットアップマニュアル.pdf」を 

参照してください。 

 

 

 ２． F I N D - M を インストールする 

 

1.「setup」フォルダ内の「setup.exe」をダブルクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
２．セットアップウィザードが開始されますので「次へ」をクリックします。 
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３．「次へ」をクリックし、インストールを開始します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

４．ユーザアカウント制御の画面が表示されますので、「はい」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

５．「閉じる」をクリックし、インストールを終了します。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 ３． F I N D - M の初回起動について 

 

本システムは、最初の起動時にシステムの自動構成を行います。 

本システムを使用する場合、初回構成を行うために、１回だけ本システムの再起動を求められる事があります。 

メッセージが表示されますので、「ＯＫ」をクリックしてください。 

初回起動時は、システムが利用するデータベースを初期化するため、起動時間が多少かかる事があります。 
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 ４． アンインストールする 

 

[スタート]→[設定]→[アプリ]の順に選択し、「インストールされているアプリ」を開きます。 

 

表示されている一覧の中から、「Sofu FIND-M Ver.X.X」を選択し、「アンインストール」をクリックします。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

画面の指示に従い、プログラムを削除します。 
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